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【中学中間・期末試験問題集(過去問)：数学 3年】 Home [http://www.fdtext.com/dat/ ] 

【】試験問題 A 

□1  次のア～カの関数について，yが xの 2乗に比例しているものを選び，記号で答

えなさい。 

 ア 23xy =   イ 2
1
x

y =   ウ 2xy −=   エ 2

2
1 xy =   オ xy 23=  

 カ 
2

2xy −=  

[解答欄] 

 

[解答]ア，ウ，エ，カ 

[解説] 

yが xの 2乗に比例している 2次関数は 2axy = の形 

イは
2x が分母にきているので 2次関数ではない。オは xの指数は 1なので 1次関数 

 

□2  関数 22xy = について，次の問いに答えなさい。 
(1) 下の表の空欄をうめなさい。 

x    0   1   2   3   4 
y       

(2) xの値が 3倍になると， yの値は何倍になるか。 

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) (左から順に) 32,18,8,2,0  (2) 9倍 

[解説] 

(1) 22xy = に代入 

002,0 2 =×== yx  212,1 2 =×== yx  822,2 2 =×== yx ･･･ 

(2) 例えば， 1=x のとき 2=y  xを3倍して 3=x のとき 1832 2 =×=y で， 

yの値は9倍になる。一般に，2 乗に比例する関数では， xの値が 4,3,2 ･･･倍にな

ると， yの値は 222 4,3,2 ･･･倍となる。 

 

http://www.fdtext.com/dat/
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□3  右の図で， aは関数 2xy = のグラフである。ア～エ

のグラフの中に，次の(1)，(2)のグラフがある。それはどれか，

それぞれ記号で答えなさい。 

(1) 2

2
1 xy =      (2) 22xy −=  

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) イ (2) ウ 

[解説] 

＊2次関数 2axy = で 

・ 0>a のときグラフは x軸より上(図のア，a，イ) 

0<a のときグラフは x軸より下(図のウ，エ) 

・aの絶対値が大きいほど開き方は小さくなる 

この問題では aのグラフ： 2xy = を基準にして判断する。 

(1)の 2

2
1 xy = の比例定数は正なのでグラフは x 軸より上。また，比例定数

2
1
は

2xy = の比例定数の絶対値より小さいので開き方が大きい。よって(1)のグラフはイ。 

(2) 22xy −= の比例定数は負なのでグラフは x軸より下。また，比例定数 2− の絶対
値は

2xy = の比例定数の絶対値より大きいので開き方が小さい。よって(2)のグラフ

はウ。 

 

□4  次の文の(  )にあてはまる言葉を入れなさい。 
・

2axy = のグラフを( ① )という。このグラフは( ② )について対称で，( ③ )

を通る。 

・ 0<a のとき，このグラフは( ④ )から下にあり，( ⑤ )に開いている。 

[解答欄] 

①  ②  ③  

④  ⑤  

[解答]① 放物線 ② y軸 ③ 原点 ④ x軸 ⑤ 下 
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□5  右の 2axy = のグラフを見て，次の文の(  )にあてはまる言葉を入れなさい。 
 関数

2axy = について， 

・ 0>a のとき， xの値を増加させると， yの値 

 は， 0≦x で( ① )し， 0≧x で( ② )する。 
・ 0<a のとき， xの値を増加させると， yの値 

 は， 0≦x で( ③ )し， 0≧x で( ④ )する。 

 

[解答欄] 

①  ②  ③  

④  

[解答]① 減少 ② 増加 ③ 増加 ④ 減少 

[解説] 
グラフが右上がりのとき，xが増加すると yも増加 

グラフが右下がりのとき，xが増加すると yは減少 

 

 

 

□6  次の問いに答えなさい。 
(1) 関数 2axy = のグラフが点(3，－36)を通るとき， aの値を求めなさい。 

(2) yが xの 2 乗の比例し， 4=x のとき， 8=y である。 6−=x のときの yの値
を求めなさい。 

(3) 関数 2

2
1 xy −= について， xの変域が次のときの yの変域を求めなさい。 

① 62 ≦≦ x      ② 14 ≦≦ x−  

(4) 関数 2xy = について，次の問いに答えなさい。 

① xの値が2から5まで増加するときの yの増加量を求めなさい。 

② xの値が 4− から 1− まで増加するときの変化の割合を求めなさい。 
(5) ある斜面をころがりはじめてから x 秒間にころがる距離を y m とすると，

23xy = という関係があります。このとき，1秒後から 4秒後までの平均の速さ
を求めなさい。 
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[解答欄] 

(1)  (2)  (3)①  

②  (4)①  ②  

(5)  

[解答](1) 4−=a  (2) 18=y  (3)① 218 −− ≦≦ y  ② 08 ≦≦ y−  

(4)① 21 ② 5−  (5) 15 m/秒 

[解説] 

(1) 2axy = に 36,3 −== yx を代入。
2336 ×=− a ， 369 −=a ， 4−=a  

(2) yが xの 2 乗に比例するので， 2axy = とおくことができる。 4=x ， 8=y を

代入。 

248 ×= a ， 816 =a ，
2
1

=a  よって
2

2
1 xy =  この式に 6−=x を代入すると， 

( ) 186
2
1 2 =−×=y  

(3)① 0=x は 62 ≦≦ x の範囲内にないので， 6,2=x のときの yの値を比較する。 

2=x のとき 22
2
1 2 −=×−=y ， 6=x のとき 186

2
1 2 −=×−=y  

よって最小値は 18−=y ，最大値は 2−=y  ゆえに， 218 −− ≦≦ y  

② 0=x が 14 ≦≦ x− の変域内にあるので， 1,4,0 −=x のときの yの値を比較す
る。 

0=x のとき 0=y ， 4−=x のとき ( ) 84
2
1 2 −=−×−=y ， 

1=x のとき
2
11

2
1 2 −=×−=y  

よって最小値は 8−=y ，最大値は 0=y  ゆえに， 08 ≦≦ y−  

(4) ① ( yの増加量)＝ 2142525 22 =−=−  

② 4−=x のとき ( ) 164 2 =−=y ， 1−=x のとき ( ) 11 2 =−=y  
y：16→1   (増加量)＝ 15161 −=−  

x： 4− → 1−  (増加量)＝ ( ) 341 =−−−  
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ゆえに，(変化の割合)＝
)(x
)(y

の増加量

の増加量
＝ 5

3
15

−=
−

 

(5) 1=x のとき 313 2 =×=y ， 4=x のとき 4843 2 =×=y  

y：3→48  (増加量)＝(進んだ距離)＝ 45348 =− m 

x：1→4   (増加量)＝(かかった時間)＝ 314 =− 秒 

(平均の速さ)＝
)(x
)(y

の増加量

の増加量
＝ 15

3
45

=  m/秒 

 

 

□7  次の問いに答えなさい。 
(1) ( )423 −×+− を計算しなさい。 

(2) ( )( ) ( )25234 −−+− xxx を計算しなさい。 

(3) yxyyx 1833 2 −− を因数分解しなさい。 

(4) ( )3212
8

4
−− を計算しなさい。 

(5) 二次方程式 024102 =−− xx を解きなさい。 
[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  (5)  

[解答](1) 11−  (2) 332 2 −x  (3) ( )( )233 +− xxy  (4) 8  (5) 12,2−=x  

[解説] 

(1) ( ) 1183423 −=−−=−×+−  

(2) ＊ ( )( ) bdbcadacdcba +++=++ ， ( ) 222 2 bababa +−=− の公式を使う。 

( )( ) ( ) ( )2510812235234 222 +−−−−+=−−+− xxxxxxxx  

＝ 33225108103 222 −=−+−−− xxxxx  
(3)＊共通因数があるときは，最初に共通因数のくくり出しを行う。 

yxyyx 1833 2 −− ＝ ( )63 2 −− xxy  かけて 6− ，加えて 1− になる 2 数は

2,3−  ゆえに，(式)＝ ( )( )233 +− xxy  

(4) ＊分母に√があるときは，分母・分子にそのルートをかけて分母を有理化する。 

＊ baba ×=× ， baba =2
の公式を使う。 
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22248 =×= なので， ( )3212
8

4
−− ＝ 3222

22
4

×+−  

  ＝ 882282
22
24642

222
24

=+−=+−
×

=+−
×

×
 

(5) 024102 =−− xx の左辺を因数分解する。かけて 24− ，加えて 10− になる 2数 
は 2,12− なので， ( )( ) 0212 =+− xx  ゆえに， 012 =−x または 02 =+x  

  ゆえに， 2,12 −=x  

 

□8  次の問いに答えなさい。 

(1) 二次方程式 01522 =−− xx の負の解が，ニ次方程式 0622 =+−+ aaxx の

解の 1つになっている。このとき，aの値を求めなさい。 

(2) nを正の整数とするとき， xについての二次方程式 0122 =+− nxx の 2 つの
解が，どちらも正の整数になったという。このとき，nの値をすべて求めなさい。 

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) 3=a  (2) 7,8,13=n  

[解説] 

(1) まず二次方程式 01522 =−− xx ･･･①を解くために左辺を因数分解する。かけ

て 15− ，加えて 2− になる 2 数は 3,5− なので， ( )( ) 035 =+− xx  よって

05 =−x または 03 =+x  ゆえに 3,5 −=x  

このうちの負の解 3−=x は 0622 =+−+ aaxx ･･･②の解の 1 つにもなっているの

で， 3−=x を②に代入して， 06239 =+−− aa が成り立つ。aについての方程式と
して解くと， 155 −=− a  ゆえに 3=a  

(2) 二次方程式 0122 =+− nxx ･･･①の 2 つの解を ba, とする。 bax ,= を解と

する二次方程式は ( )( ) 0=−− bxax で，展開すると ( ) 02 =+−−+ abxbax ･･･② 

①と②の式はまったく同じものになるはずなので， xの項の係数，定数項も同じにな
る。よって banban +=−−=− , ･･･③ ab=12 ･･･④ が成り立つ。 ba, は正の
整数なので，かけて12になる組み合わせは， ( ) ( ) ( )4,3,6,2,12,1 の 3通り 

( )12,1 のとき 13121 =+=+= ban ， ( )6,2 のとき 862 =+=+= ban  

( )4,3 のとき 743 =+=+= ban  

ゆえに 7,8,13=n  
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□9  縦40 m，横78m の長方形の土地がある。右の図

のように，同じ幅の道路を縦3本，横1�本つけて，面積

が等しい 8�区画の土地に分け，1区画の土地の面積を

255 m2にした。このとき，道路の幅を求めなさい。 
[解答欄] 

 

 

 

 

 

[解答] 

道路の幅を x mとする。 

 

 

 

 

 

道路部分を切り取って8区画をつなげると，上右図のようになるので， 

その面積は ( ) ( )xx 37840 −×− となる。1区画の面積が255  m2なので， 

(面積)＝ ( ) ( )xx 37840 −×− ＝ 8255×  

式を整理すると， 20403781207840 2 =+−−× xxx  
010801983,0204031201983 22 =+−=−+− xxxx  

0360662 =+− xx  かけて360，加えて 66− になる 2数は 60,6 −−  

ゆえに，( )( ) 60,6,0606 ==−− xxx  道幅を 60=x にはできないので 60=x は

不適。 

ゆえに， 6=x  

よって，道路の幅は6 m･･･答 

＊(別解) 

道路の幅を x mとすると，道路部分の面積の合計は， 

xxxxx 1983334078 22 +−=−××+×  
土地の面積は， ( )xx 198382557840 2 +−+×=×  整理すると， 0360662 =+− xx  
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( )( ) 0606 =−− xx で 60,6=x  6=x のみ題意に適する。 

よって，道路の幅は6 m･･･答 

 

 

□10  次の問いに答えなさい。 
(1) 関数 2axy =  ( aは定数)のグラフ上の 2点 A，Bの x座標はそれぞれ 6,3− で，

直線 ABの傾きは1である。このとき，aの値を求めなさい。 

(2) 関数 2axy = ( aは定数)について， xの値が1から4まで増加するときの変化の
割合は， xの値が0から1まで増加するときの変化の割合よりも3大きくなりま
す。このとき，aの値を求めなさい。 

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) 
3
1

=a  (2) 
4
3

=a  

[解説] 

(1) 3−=x のとき ( ) aay 93 2 =−×= ， 6=x のとき aay 3662 =×=  
y： a9 → a36  (増加量)＝ aaa 27936 =−  

x： 3− →6   (増加量)＝ ( ) 936 =−−  

ゆえに，(変化の割合) ＝
)(x
)(y

の増加量

の増加量
＝ aa 3

9
27

=  

直線 ABの傾きが1であるので，変化の割合は1である。 

ゆえに， 13 =a  よって
3
1

=a  

(2) まず， xの値が1から4まで増加するときの変化の割合を求める。 

1=x のとき aay =×= 21 ， 4=x のとき aay 1642 =×=  

y： a→ a16  (増加量)＝ aaa 1516 =−  

x：1→4    (増加量)＝ 314 =−  

ゆえに，(変化の割合) ＝
)(x
)(y

の増加量

の増加量
＝ aa 5

3
15

= ･･･① 

次に， xの値が0から1まで増加するときの変化の割合を求める。 
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0=x のとき 0=y ， 1=x のとき aay =×= 21  

y：0→a  (増加量)＝ aa =− 0  

x：0→1  (増加量)＝ 101 =−  

ゆえに，(変化の割合) ＝
)(x
)(y

の増加量

の増加量
＝ aa

=
1
･･･② 

条件より①の変化量は②の変化量より3大きいので， 

34,35 =+= aaa  ゆえに
4
3

=a  

 

 

□11  右の図のように，関数 22xy = のグラフと，3 点 A，

B，C があります。点 A の座標は(1，0)で，点 B，C は放物

線上にあり，それぞれの x座標は 2，－1 です。次の問いに

答えなさい。 
(1) 直線 BCの式を求めなさい。 

(2) △OBCの面積を求めなさい。 

(3) △ABCの面積を求めなさい。 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

[解答](1) 42 += xy  (2) 6  (3) 9  

[解説] 

(1) 点 B の x 座標は 2 なので， 22xy = に入して

822 2 =×=y  ゆえに B ( )8,2  

点 C の x 座標は 1− なので， 22xy = に入して

( ) 212 2 =−×=y  ゆえに C ( )2,1−  

直線 BC の式を baxy += とおいて，B ( )8,2 ，

C ( )2,1− を代入すると， 

ba += 28 ･･･①， ba +−=2 ･･･② これを連立方程

式として解く。 

①－②より， 2,36 == aa  ②に 2=a を代入すると， 4,22 =+−= bb  
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ゆえに直線 BCの式は 42 += xy  

(2) 直線 BCが y軸と交わる点を Dとすると， 

42 += xy より点 Dの y座標は4で OD＝4  

△OBDの底辺を OD＝4とすると， 

点 Bの x座標が2なので，△OBDの高さは2  

ゆえに(△OBDの面積)＝ 424
2
1

=××  

同様に，△OCDの底辺を OD＝4とすると， 

点 Cの x座標が 1− なので，△OCDの高さは1 

ゆえに(OCDの面積)＝ 214
2
1

=××  ゆえに(△OBCの

面積)＝ 624 =+  
(3) 点 Aを通って y軸に平行な直線を引き，直線 BCとの交点を Eとする。 

42 += xy に 1=x を代入すると 6=y  

ゆえに点 Eの y座標は6で，AE＝6  

△ABEの底辺を AE＝6とする。点 Bの x座標が2，点 Aの x座標は1なので△ABE

の高さは 112 =−  

ゆえに△ABEの面積＝ 316
2
1

=××  

△ACEの底辺を AE＝6とする。点 Cの x座標が 1− ，点 Aの x座標は1なので△ABE

の高さは ( ) 211 =−−  

ゆえに(△ACEの面積)＝ 626
2
1

=××  よって△ABCの面積＝ 936 =+  
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【】試験問題 B 

□1  次の(  )の中にあてはまる言葉や式・文字を入れなさい。 
(1) yが xの関数であり，変数 xと yの間に，aを 0でない定数として 2axy = とい

う関係が成り立つとき， yは xの 2乗に比例するといい，この定数aを( ① )

という。 

(2) 関数 2axy = のグラフは原点を通り，( ② )軸について対称で，なめらかな曲

線となる。このような曲線を( ③ )という。 

(3) 関数 2axy = では，その変化の割合は，1 次関数の場合と異なり( ④ )ではな

い。 

(4) 相似な図形で，対応する線分の長さの比，または比の値を( ⑤ )という。 

[解答欄] 

①  ②  ③  

④  ⑤  

[解答]① 比例定数 ② y  ③ 放物線 ④ 一定 ⑤ 相似比 

[解説] 

(1)，(2)＊2次関数 2axy = の性質( aは比例定数) 

・原点を通る(頂点は原点にある) 
・ y軸に対称な放物線になる。( y軸が放物線の軸) 

・ 0>a のときグラフは x軸より上(図のア，イ，ウ) 

0<a のときグラフは x軸より下(図のエ，オ) 

・aの絶対値が大きいほど開き方は小さくなる 

・
22xy = と

22xy −= など aの符号が反対のものは 

 x軸について対称 

(3) 例えば，1次関数 53 += xy の場合， 

xが1→3と2増加するとき， yは8→14と6増加する 

xが3→6と3増加するとき， yは14→ 23と9増加する 

yの増加量は異なっているが，変化の割合( xが1増加するときの yの増加量)は 

(変化の割合)＝ 3
2
6

13
814

==
−
−

，(変化の割合)＝ 3
3
9

36
1423

==
−
−

 

と等しくなる。直線の場合の変化の割合は一定で，直線の傾きと等しくなる。 
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これに対し，2次関数の場合は一定ではない。 
 

 

□2  次の関数について，問いに答えなさい。 

 ① 22xy =   ② 23xy −=   ③ =y 2

3
1 x−   ④ 23xy =  

(1) グラフが上に開いているものは，どれですか。 

(2) グラフの開き方が，もっとも大きいものはどれですか。 

(3) x軸について対称になっている関数のグラフは，どれとどれですか。 

(4) 0<x の範囲で， xの値が増加すると， yの値も増加するものはどれですか。 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  

[解答](1) ①と④ (2) ③ (3) ②と④ (4) ②と③ 

[解説] 

(1) 2axy = で， 0>a のときグラフは上に開いている。 0<a のときは下に開いてい

る。 

(2) 2axy = の aの絶対値が小さいほど開き方は大きい。例えば， 2

4
1 xy = のグラフ

は
22xy = のグラフより開き方は大きい。 

(3) 例えば， 2

2
1 xy = のグラフと

2

2
1 xy −= は x軸について対称。 

(4) xの値が増加するとき yの値も増加する場合，グラフは右上がり。 

0<x の範囲で右上がりになる放物線は，例えば 22 5,
2
1 xyxy −=−= のように比例

定数が負のグラフである。 
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□3  右の図で，△ABCと△DEFが相似であるとき，次の問いに答えなさい。 
(1) 辺 ABに対応する辺はどれですか。 

(2) ∠Cに対応する角はどれですか。 

(3) △ABCと△DEFが相似であることを記

号を使って表しなさい。 

(4) △ABCと△DEFの相似比を書きなさい。 

(5) 辺 FDの長さを求めなさい。 

(6) ∠Aの大きさを求めなさい。 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  (5)  (6)  

[解答](1) 辺 DE (2) ∠F (3) △ABC∽△DEF (4) 2：3 (5) 12cm (6) 75° 

[解説] 

(1)(2) 図から，∠A＝∠D，∠B＝∠E，∠C＝∠Fなので Aと D，Bと E，Cと Fが

対応している。したがって，辺 ABに対応するのは，辺 DE。∠Cに対応するのは∠F。 

(4) 辺 BCと辺 EFが対応しているので，△ABCと△DEFの相似比は 10：15＝2：3 

(5) 辺 FDと対応しているのは辺 CA。相似比が 2：3なので， 

CA：FD＝2：3，8：FD＝2：3，内項の積は外項の積に等しいので，2×FD＝8×3 

ゆえに，FD＝12cm 

(6) ∠A＝∠D＝75° 

 

 

□4  次の各問いに答えなさい。 
(1) 次の表の空欄をうめて対応表を完成させなさい。ただし，yは xの 2乗に比例す

る。 
 

x  … －3 －2 －1   0   1   2   3 … 
y  …  27     0   12  … 

 
(2) (l)の対応表から xと yの関係を式で表しなさい。 

(3) (2)の式の比例定数を答えなさい。 
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[解答欄] 

(1) 

x  … －3 －2 －1   0   1   2   3 … 
y  …  27     0   12  … 

 

(2)  (3)  

[解答](1) (左から) 27,3,3,12  (2) 23xy =  (3) 3  

[解説] 

(1)～(3) yは xの 2乗に比例するので， 2axy = とおくことができる。 

表の 12,2 == yx を
2axy = に代入すると， 412 ×= a  ゆえに， 3=a  

よって比例定数は3で， 23xy =  

表の数値は，
23xy = に xの値を入れて計算すればよい。 

 

□5  次の各問いに答えなさい。 
(1) 次の関数のグラフをかきなさい。 

① 2xy =      ② 2

2
1 xy −=  

(2) yは xの 2 乗に比例し， 3=x のとき 18=y である。このとき，次の①～③の

問いに答えなさい。 
① yx, の関係を式に表しなさい。 

② 2=x のときの yの値を求めなさい。 

③ 72=y のときの xの値を求めなさい。 

(3) 関数 24xy = について， xの値が3から5まで増加するときの変化の割合を求め
なさい。 

(4) 関数 2

2
1 xy = で， xの変域が 36 ≦≦ x− のときの yの変域を求めなさい。 

(5) xの値がaから 3+a まで増加するとき，2 つの関数 22xy = と 12 += xy の変

化の割合が等しい。このとき，aの値を求めなさい。 

(6) 関数 22xy −= について， x の変域が ax≦≦3− のとき， y の変域が
by≦≦32− である。 ba, の値を求めなさい。 
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[解答欄] 

(2)①  ②  

③  (3)  

(4)  (5)  

(6)  

[解答](1) 右図 (2)① 22xy =  ② 8=y  ③ 6±=x  

(3) 32  (4) 180 ≦≦ y  (5) 1−=a  (6) 0,4 == ba  

[解説] 

(1)① yが xの 2乗に比例するので， 2axy = とおく。 
2axy = に 3=x ， 18=y を代入すると，

2318 ×= a ，

2,189 == aa  ゆえに
22xy =  

② 2=x を 22xy = に代入すると， 822 2 =×=y  

③ 72=y を
22xy = に代入すると，

2272 x= ， 362 =x  ゆ

えに 6±=x  

(3) 3=x の と き 3634 2 =×=y ， 5=x の と き

10054 2 =×=y  

y：36→100  (増加量)＝ 6436100 =−  

x： 3→5   (増加量)＝ 235 =−  

ゆえに，(変化の割合) ＝
)(x
)(y

の増加量

の増加量
＝ 32

2
64

=  

(4) 0=x は 36 ≦≦ x− の範囲内にあるので， 3,6,0 −=x のときの yの値を比較
する。 

0=x の と き 0=y ， 6−=x の と き ( ) 186
2
1 2 =−×=y ， 3=x の と き

2
93

2
1 2 =×=y  

よって最小値は0，最大値は18  ゆえに， 180 ≦≦ y  

(5) まず， 22xy = の変化の割合を求める。 

ax = のとき 22ay = ， 3+= ax のとき 

( ) ( ) 1812296232 222 ++=++=+= aaaaay  
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y： 22a → 18122 2 ++ aa  (増加量)＝ 1812218122 22 +=−++ aaaa  

x： a→ 3+a  (増加量)＝ 33 =−+ aa  

ゆえに，(変化の割合) ＝
)(x
)(y

の増加量

の増加量
＝ 64

3
1812

+=
+ aa

 

1次関数の変化の割合はつねに傾きに等しいので， 12 += xy の変化の割合は2  

よって， 264 =+a ， 44 −=a ， 1−=a  

(6) 比例定数が負であるので，最小値 32− をとるのは 3−=x か ax = のときである。 
3−=x のときは ( ) 1832 2 −=−×−=y で最小値にはならない。 

ゆえに ax = のときに最小値をとる。 ax = のとき 22a�y −= であるので，

322 2 −=− a  

よって 162 =a  ゆえに 4±=a  
ところで ax≦≦3− なので a≦3−  よって 4=a  
xの変域が 43 ≦≦ x− になるので， 0=x のとき最大値 0=y をとる。 

ゆえに 0=b  

 

□6  次の図の 2
1
倍の縮図をかきなさい。(定規とコンパスを使うこと) 

 

 

 

 

 

  

 

[解答] 
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□7  右の図は，関数 2xy = ･･･①， 
6+= xy ･･･② のグラフである。次の各問いに答え

なさい。 

(1) 交点 A，Bの座標を求めなさい。 

(2) △AOBの面積を求めなさい。 

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) A ( )4,2− ，B ( )9,3  (2) 15  

[解説] 

＊放物線
2axy = と直線 cbxy += の交点の求め方。 

交点においては，
2axy = の yと cbxy += の yが同じなので， 2ax と cbx + が等し

くなる。よって， cbxax +=2
が成り立つ。 

→2次方程式を解いて 2つの xを求める。(交点の 2つの x座標) 

→
2axy = (または cbxy += )に xの値を代入すると，交点の y座標が求まる。 

(1) 2xy = と 6+= xy の交点を求めるために，  

62 += xx とおく。 

062 =−− xx ， ( )( ) 023 =+− xx ， 2,3 −=x  

3=x のとき 932 ==y ， 2−=x のとき 4=y  よっ
て，A ( )4,2− ，B ( )9,3  

(2) 直線 ABと y軸の交点を Cとすると， 

6+= xy の y切片が6なので，OC＝6  

△AOCの面積は，OC＝6を底辺とすると高さは点 A

の x座標より2なので， 626
2
1

=××  

△BOC の面積は，OC＝ 6 を底辺とすると高さは点 B の x座標より 3なので，

936
2
1

=××  

ゆえに，(△AOBの面積)＝ 1596 =+  
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□8  右の図で，2 点 A，B は関数 2xy = のグラフ上の点
であり，2点 C，Dは x軸上の点です。また，点 Eは y軸
上の点です。 
 線分 AC，BDがそれぞれ y軸に平行で，線分 EBが x軸

に平行であるとき，次の問いに答えなさい。(ただし，2点

C，Dの x座標は正であり，点 Dの x座標は点 Cの x座標
より大きいとします。) 

(1) 点 Dの x座標が点 Cの x座標の 3倍であるとき，点
Bの y座標は点 Aの y座標の何倍であるか求めなさい。 

(2) 線分 CDの長さが 2，△ABEの面積が 40であるとき，点 Aの座標を求めなさい。 

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) 9倍 (2) ( )9,3  

[解説] 

(1) 点 Cの x座標をaとすると，点 Bの x座標は a3  

このとき点 Cの y座標は 2ay = ，点 Bの y座標は ( ) 22 93 aay ==  よって9倍 

(2) 点 Aの x座標をbとおくと y座標は 2b ， 

線分 CDの長さが 2なので，点 Bの x座標は 2+b ， 

y座標は ( )22+b  

△ABEで，底辺を BEとすると，底辺＝ 2+b  

高さ＝ ( ) 442 22 +=−+ bbb  

よって，面積＝ ( ) ( ) 40442
2
1

=+×+× bb  

01832 =−+ bb ， ( )( ) 036 =−+ bb ， 3,6−=b  

0>b なので 3=b  

ゆえに点 Aの x座標は3， y座標は 2xy = に 3=x を代入して 932 ==y  

ゆえに点 Aの座標は ( )9,3  
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□9  右の図のように，点 O(0，0)，A(2，3)，B(3，3)， 

C(3，0)を頂点とする四角形 OABCにおいて，動点 Pは辺

OA，AB 上を O から B まで動く。P から x軸に垂線をひ

き， x軸との交点を Q( x，0)とする。線分 PQによって分

けられた四角形 OABCの 2つの部分のうち，頂点 Oの側

にある方の面積を yとして，次の問いに答えなさい。 
(1) 次の場合について， yを xの式で表しなさい。 

① 20 ≦≦ x のとき 

② 32 ≦≦ x のとき 
(2) xと yとの関係を表すグラフをかきなさい。 

[解答欄] 

(1)①  ②  

[解答](1)① 2

4
3 xy =  ② 33 −= xy  

[解説] 
(1)① 直線 OAの式は原点を通るので axy = とおける。 

点 Aを通るので 3,2 == yx を代入して a23 =  

ゆえに，
2
3

=a  ゆえに，OAの式は xy
2
3

=  

ゆえに，OQ＝ xのとき PQ＝ x
2
3

 

よって面積 xxy
2
3

2
1

××=  
2

4
3 xy =  

② Pが AB上にあるとき，AP＝ 2−x なので 

(面積)＝△OAH＋四角形 

ゆえに， ( ) 3232
2
1

×−+××= xy  33 −= xy  
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□10  右の図のように，関数 2axy = のグラフと直線

mがあり， 2axy = のグラフと直線mは，2点 A(－2，

3)，B(b，12)で交わっています。ただし， 0>b とし

ます。次の各問いに答えなさい。 
(1) ba, の値を求めなさい。 

(2) 直線mの式を求めなさい。 

(3) 2axy = のグラフの Aから Bまでの部分で，x座
標，y座標がともに整数になる点はいくつありま

すか。ただし，2点 A，Bも含めて数えるものと

します。 

(4) 2axy = のグラフと直線 ABで囲まれる部分に，x座標も y座標もともに整数で
ある点はいくつありますか。ただし，

2axy = のグラフ上の点および線分 AB上

の点も含めて数えるものとします。 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  

[解答](1) 
4
3

=a ， 4=b  (2) 6
2
3

+= xy  (3) 4個 (4) 31個 

[解説] 

(1) 2axy = に A(－2，3)を代入すると， ( )223 −×= a で，
4
3

=a  放物線の式は

2

4
3 xy =  

2

4
3 xy = に B(b，12)を代入すると， 2

4
312 b=  0>b なので 4=b  

(2) dcxy += とおき，A(－2，3)，B(4，12)を代入すると， 

dcdc +=+−= 412,23  この連立方程式を解くと 6,
2
3

== dc  よって

6
2
3

+= xy  
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(3) 放物線の AB間で 

0=x のとき 0=y ， 1±=x のとき
4
3

=y ， 2±=x のとき 3=y ， 3=x のとき
4
27

=y  

4=x のとき 12=y  

よって Aから Bまでの部分で， x座標， y座標がともに整数になる点は4個 

(4) 条件をみたす点をあげると， 

・ 2−=x のとき 3=y で1個 

・ 1−=x のとき， ( ) 75.0
4
31

4
3 2 ==−×=y ， ( ) 5.461

2
3

=+−×=y より 

 5.475.0 ≦≦ y を満たす yは， 4,3,2,1=y で4個 

・ 0=x のとき， 00
4
3 2 =×=y ｍ 660

2
3

=+×=y より， 

 60 ≦≦ y を満たす yは，0から6までで7個 

・ 1=x のとき， 75.01
4
3 2 =×=y ， 5.761

2
3

=+×=y  

 5.775.0 ≦≦ y を満たす yは，1から7までで7個 

・ 2=x のとき， 32
4
3 2 =×=y ， 962

2
3

=+×=y  

 93 ≦≦ y を満たす yは，3から9までで7個 

・ 3=x のとき， 75.6
4
273

4
3 2 ==×=y ， 5.1063

2
3

=+×=y  

5.1075.6 ≦≦ y を満たす yは，7から10までで4個 

・ 4=x のときは 12=y で1個  以上より，合計31個 
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の増加量　②　　

の増加量　　　①　　　　
＝変化の割合

)(
)()(

【】試験問題 C 

□1  次の(  )にあてはまる文字や言葉を答えなさい。 
(1) yが xの関数であるとき，この関数の変化の割合は，次の式で求められる。 

 

 

(2) 2つの三角形は，次のどれか 1つ成り立てば，相似である。 

  ① (    )が等しい。 

  ② (    )がそれぞれ等しい。 

  ③ (    )がそれぞれ等しい。 

[解答欄] 

(1)①  ②  (2)①  

②  ③  

[解答](1)① y  ② x  (2)①3組の辺の比 ② 2組の辺の比とそのはさむ角 

③ 2組の角 

[解説] 

(2)この 3 つが三角形の相似条件。証明問題などでもっともよく使われるのは，③「2

組の角がそれぞれ等しい。」 

 

□2  次の各組の図形は相似であるといえますか。いえる場合は○，いえない場合は
×で答えなさい。 
(1) 2つの二等辺三角形 (2) 2つの正三角形 

(3) 2つの直角三角形 (4) 2つのひし形 

(5) 2つの正五角形 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  (5)  

[解答](1) × (2) ○ (3) × ④ × ⑤ ○ 

[解説] 

正多角形の場合，対応する角がすべて等しく，対応する辺の比も等しくなるため相似

になる。 
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□3  次の(1)～(3)の図の中から，それぞれ相似な三角形をすべて見つけ出しなさい。 
(1)            (2)            (3) 

 

 

 

 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

[解答](1) △ABCと△BDC (2) △ABCと△ACD (3) △ABCと△DACと△DBA 

[解説] 

(1) △ABCと△BDCで，AB：BD＝12：8＝3：2，AC：BC＝9：6＝3：2 

BC：DC＝6：4＝3：2 なので 3組の辺の比が等しくなり，相似条件を満たす。 

(2) △ABCと△ACDで，�Aは共通。AB：AC＝18：12＝3：2， 

AC：AD＝12：(18－10)＝12：8＝3：2 よって 2 組の辺が等しく，そのはさむ角が

等しいので相似条件を満たす。 

(3) △ABCと△DACと△DBAで，�BAC＝�ADC＝�BDA＝90°， 

�DBA＝90°－�BAD＝�DACなので，∠ABC＝∠DAC＝∠DBA 

よって 2角が等しいので相似条件を満たす。 

 

□4  次の問いに答えなさい。 
(1) 関数 22xy = が直線 8=y と交わる点を A，Bとするとき，線分 ABの長さを求

めなさい。 

(2) 関数 23xy = において， xの値が2から4まで増加するときの変化の割合を求め
なさい。 

(3) 関数 2axy = において，xの変域が 21 ≦≦ x− のとき， yの変域は 8≦≦ yb
です。このとき， ba, の値を求めなさい。 

(4) 関数 2xy = で， xの値がaから 2+a まで増加するときの変化の割合は4です。
このとき，aの値を求めなさい。 

(5) 2 つの関数 23xy −= と baxy += ( ba, は定数， 0>a )は， x の変域が
21 ≦≦ x− のとき， yの変域が同じになります。このとき， ba, の値を求め

なさい。 
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[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  (5)  

[解答](1) 4  (2) 18  (3) 0,2 == ba  (4) 1=a  (5) 8,4 −== ba  

[解説] 

(1) 22xy = に 8=y を代入すると
228 x= ， 42 =x ， 2±=x  

ゆえに，(線分 ABの長さ)＝ ( ) 422 =−−  

(2) 2=x のとき 1223 2 =×=y ， 4=x のとき 4843 2 =×=y  

y：12→48  (増加量)＝ 361248 =−  

x： 2→4   (増加量)＝ 224 =−  

ゆえに，(変化の割合) ＝
)(x
)(y

の増加量

の増加量
＝ 18

2
36

=  

(3) yの変域が 8≦≦ yb と正の範囲にあるので，グラフは上に開いており 0>a  

0=x は 21 ≦≦ x− の範囲内にあるので， 2,1,0 −=x のときの yの値を比較する。 

0=x のとき 0=y ， 1−=x のとき ( ) aay =−×= 21 ， 2=x のとき aay 422 =×=  
0>a なので，最小値は0，最大値は a4  ゆえに， ay 40 ≦≦ ･･･① 

y の変域は 8≦≦ yb で，①と同じになるので， 84,0 == ab  ゆえに，

0,2 == ba  

(4) ax = のとき 2ay = ， 2+= ax のとき ( ) 442 22 ++=+= aaay  

y： 2a → 442 ++ aa  (増加量)＝ 4444 22 +=−++ aaaa  

x： a→ 2+a  (増加量)＝ 22 =−+ aa  

ゆえに，(変化の割合) ＝
)(x
)(y

の増加量

の増加量
＝ 22

2
44

+=
+ aa

 

変化の割合は4なので， 1,22,422 ===+ aaa  

(5) まず， 23xy −= の変域を求める。 

0=x は 21 ≦≦ x− の範囲内にあるので， 2,1,0 −=x のときの yの値を比較する。 

0=x の と き 0=y ， 1−=x の と き ( ) 313 2 −=−×−=y ， 2=x の と き

1223 2 −=×−=y  

よって最小値は 12−=y ，最大値は 0=y  ゆえに変域は 012 ≦≦ y− ･･･① 

次に， baxy += の変域を求める。 
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0>a なので， 1−=x のときに最小値 bay +−= ， 2=x のときに最大値 bay += 2
をとる。ゆえに yの変域は bayba ++− 2≦≦ ･･･② 

変域①，②が同じなので， 

12−=+− ba ･･･① 

02 =+ ba ･･･② 

これを ba, の連立方程式として解く。②－①より， 123 =a  ゆえに 4=a  

②に 4=a を代入すると， 042 =+× b  ゆえに 8−=b  

よって， 8,4 −== ba  

 

□5  次の図で， yx, の値を求めなさい。 
(1)           (2)            (3) 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

[解答](1) 
3

16,
3
20

== yx  (2) 
2
7,10 == yx  (3) 

3
16,8 == yx  

[解説] 

(1) PQ // BCなので， 3:54: =x  

外項の積 3×x は，内項の積 54× に等しいので， 

203 =x  ゆえに，
3
20

=x  

次に， ( )2:25:3 −= y  

外項の積 ( )23 −× y は，内項の積 25× に等しいので， 

( ) 1023 =−y ，
3

102 =−y ，
3

162
3

10
=+=y  



 26

(2) cba ,, は平行なので， 4:85: =x  

外項の積 4×x は，内項の積 85× に等しいので， 

404 =x  ゆえに， 10=x  

次に， y:74:8 =  

外項の積 y×8 は，内項の積 74× なので， 

288 =y  ゆえに，
2
7

8
28

==y  

(3) dcba ,,, は平行なので， 

( )693:916: ++=x  

外項の積 18×x は，内項の積 916× に等しいので， 

91618 ×=x  ゆえに 8
18

916
=

×
=x  

次に， ( )693:616: ++=y  

外項の積 18×y は，内項の積 616× に等しいので， 

61618 ×=y  ゆえに，
3

16
18

616
=

×
=y  

 

□6  作図問題 
  ※作図に利用したコンパスおよび定規の補助線が残ってないと得点になりません。 

(1) 点Ｏを相似の中心として△ABC に対する相似比が 2：1 である△A’B’Ｃ’を書きな

さい。 

 

 

 

 

 

(2) △ABC∽△CDEです。相似の中心 Oを求めなさい。 
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(3) 線分 ABを 1：2の比に分ける点 Pを作図により求めなさい。 

 

 

[解答] 

(1) (2) 

 

 

 

 

 

(3) 

 

 

 

 

 

 

□7  関数 2axy = のグラフの上に 2点 A，Bがあります。点 A

の座標が(－2，4)であるとき，次の問いに答えなさい。 
(1) aの値を求めなさい。 

(2) 点 Bの x座標が 4のとき，直線 ABの式を求めなさい。 

(3) △OABの面積を求めなさい。 

(4) B を通り，△OCB の面積を二等分する直線の式を求めな

さい。 

 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  
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[解答](1) 1=a  (2) 82 += xy  (3) 24  (4) 
3

16
3
8

+= xy  

[解説] 

(1) 2axy = が点(－2，4)を通るので， 2axy = に 4,2 =−= yx を代入すると， 

( ) 1,44,24 2 ==−×= aaa  
(2) 直線 ABの式を cbxy += とおく。 

直線 AB が (－ 2， 4)を通るので 4,2 =−= yx を cbxy += に代入して

cb +−= 24 ･･･① 

点 Bの x座標が 4なので， y座標は 2xy = に代入して 1642 ==y  

16,4 == yx を cbxy += に代入して cb += 416 ･･･② 

①，②を cb, についての連立方程式として解く。 

②－①より， 2,612 == bb  ①に 2=b を代入すると， 8,44 =+−= cc  

よって， 8,2 == cb  ゆえに直線 ABの式は 82 += xy  

(3) ABの式が 82 += xy であることより，点 Dの y座標は8  

△OBDの底辺 OD＝8を底辺とする。 

点 Bの x座標が4であることより高さは4  

ゆえに(△OBDの面積)＝ 1648
2
1

=××  

△OADの底辺 OD＝8を底辺とする。 

点 Aの x座標が 2− であることより高さは2  

ゆえに(△OADの面積)＝ 828
2
1

=××  

ゆえに(△OABの面積)＝ 24816 =+  

(4) 82 += xy に 0=y を代入すると， 820 += x  

4−=x  ゆえに C ( )0,4−  

Bを通り，△OCBの面積を二等分する直線は OCの中点 

M ( )0,2− を通る 

B ( )16,4 ，中点 M ( )0,2− を通る直線の式を edxy += とお

く。 

16,4 == yx を代入すると， ed += 416 ･･･① 

0,2 =−= yx を代入すると， ed +−= 20 ･･･② 
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①－②より，
3
8

6
16,616 === dd  

②に
3
8

=d を代入すると，
3

16,
3

160 =+−= ee  

よって，BMは
3

16
3
8

+= xy  

 

 

□8  次の問いに答えなさい。 
(1) AC // DE，AC＝9cm，DE＝6cn，AD＝2cmのとき，BDの

長さを求めなさい。 

 

 

 

(2) 次の図で AB，CD，EF が平行であるとき， xの
値を求めなさい。 

 

 

 

(3) 四角形 ABCDは平行四辺形，EC // FGのとき，

xを求めなさい。 

 

 

 

(4) 次の図の△ABCにおいて，AB＝16cm， 

  AD：DB＝3：5，DE // BC，EF // AB， 

  FG // CAです。このとき，EF，DGの 

  長さを求めなさい。 
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(5) 次の図で，BD：DC＝2：3，AE：ED＝5：3， 

  BF // DGであるとき，FG：ACの値を求めなさい。 

 

 

 

 

 

(6) 次の図で，4点 A，B，C，Dは一直線上にあ

り，△ABE，△BCF，△CDGはそれぞれ AB，

BC，CDを 1辺とする正三角形です。また，3

点 E，F，Gは一直線上にあり，Hは直線 AB

と直線 EF との交点です。AE＝6cm，AH＝

18cmのとき，線分 CGの長さを求めなさい。 

 

 

(7) △ABCで，∠Aの二等分線と辺 BCとの交点を Dとす

ると，AB：AC＝BD：DCである。このことを，点 Cを

通り，ADに平行な直線を引き，辺 BAの延長との交点を

Eとして証明しなさい。 

 

 

 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  (5)  (6)  

(7) 
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[解答](1) 4=x cm (2) 
5

18
=x cm (3) 

5
12

=x cm (4) EF＝10cm，DG＝4cm 

(5) FG：AC＝6：25 (6) CG＝
3
8

cm 

(7) AD // ECなので，∠BAD＝∠AEC (同位角)･･･① 

         ∠CAD＝∠ACE (錯角)･･･② 

仮定より，∠BAD＝∠CADなので， 

①，②より∠AEC＝∠ACE 

よって△ACEは二等辺三角形で AC＝AE･･･③ 

また，仮定より AD // ECなので， 

BA：AE＝BD：DC･･･④ 

③，④より，AB：AC＝BD：DC 

[解説] 

(1) AC // DEなので， 

BD：BA＝DE：AC 

BD＝ xとおくと， ( ) 9:62: =+xx  

内項の積 ( ) 62 ×+x は外項の積 9×x に等しいので， 

( ) 123,9126,926 ==+=+ xxxxx  

ゆえに， 4=x  

(2) △ABE・△ECDで，AB // CDなので， 

BE：EC＝AB：DC＝6：9＝2：3 

よって，BE：BC＝2：5 

△BCDで，EF // CDなので，EF：CD＝BE：BC 
x ：9＝2：5 

外項の積 x×5は，内項の積 9×2に等しいので 

185 =x  ゆえに
5

18
=x  

(3) BC上に点HをAH // FGとなるようにとる。 

AE＝HC＝2cmなので GH＝4－2＝2cm 

BG＝7－4＝3cm 

AH // FGなので，BF：BA＝BG：BH 
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5:34: =x  

外項の積 5×x は，内項の積 34× に等しいので， 125 =x ，
5

12
=x  

 

(4) 仮定より DE // BCなので，AE：EC＝AD：DB 

仮定より AD：DB＝3：5なので， 

AE：EC＝3：5･･･① 

EF // ABなので，EF：AB＝CE：CA， 

ゆえに，EF：16＝5：(5＋3) 

外項の積 EF×8は，内項の積 16×5と等しいので， 

8EF＝80 よって EF＝10cm 

次に，仮定より AB＝16cm，AD：DB＝3：5なので， 

AD＝ 6
53

316 =
+

× cm･･･② 

仮定より EF // ABなので，BF：FC＝AE：EC 

①より AE：EC＝3：5なので，BF：FC＝3：5 

仮定より GF // ACなので，BG：GA＝BF：FC 

ゆえに BG：GA＝3：5 

AB＝16cmなので，BG＝ 6
53

316 =
+

× cm･･･③ 

GD＝AB－AD－BGなので，②，③より， 

GD＝16－6－6＝4cm 

 

(5) BF // DG，BD：DC＝2：3なので FG：GC＝2：3･･･① 

EF // DG，AE：ED＝5：3なので AF：FG＝5：3･･･② 

①，②の FG部分の比を 6にあわせる。 

①より FG：GC＝2：3＝6：9 

②より AF：FG＝5：3＝10：6 

よって，AF：FG：GC＝10：6：9 

ゆえに FG：AC＝6：(10＋6＋9)＝6：25 
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(6) △ABEは正三角形なので AB＝6cm 

BH＝18－6＝12cm 

EA // FBなので，FB：EA＝HB：HA 

よって，FB：6＝12：18 

外項の積 FB×18は，内項の積 6×12と等し

いので，18FB＝72 ゆえに FB＝72÷18＝4cm 

次に，GC // FBなので，GC：FB＝HC：HB 

GC：4＝(12－4)：12，GC：4＝8：12，GC：4＝2：3 

外項の積 GC×3は，内項の積 4×2に等しいので， 

3GC＝8 ゆえに GC＝
3
8

cm 
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【】試験問題 D 

□1  次のそれぞれの図の xを求めよ。 
(1)             (2)            (3) 

 

 

 

  

 

 

(4) 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  

[解答](1) 4=x  (2) 12=x  (3) 4=x  (4) 7=x  

[解説] 

(1) BC // DEなので， ( ) 4,369,63:312: ==+= xxx  

(2) BC // DEなので， 

( ) ( ) 12,618,901815,15:518:18 ==−=−=− xxxx  

(3) 右図のように AC // DHとなる補助線を引くのがポイント。 

nml ,, が平行なので三角形の部分に注目すると， 

GE：HF＝DE：DF 

( ) ( ) ( )x+=−− 2:225:23  ( )x+= 2:23:1  

外項の積 ( )x+× 21 は，内項の積 23× に等しいので， 

62 =+ x  ゆえに， 4=x  

(4) BC // DEなので， 3:121:,18:621: == xx  7,213 == xx  
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□2  右の図で，点 Pは線分ADとBCの交点であり，

線分 AB，PQ，CD は平行である。AB＝8cm，CD＝

12cmのとき，線分 PQの長さを求めよ。 
[解答欄] 

 

[解答]
5
24

cm 

[解説] 

△ABP・△PCDで，AB // CDなので， 

BP：PC＝AB：CD＝8：12＝2：3 

ゆえに，BP：BC＝2：(2＋3)＝2：5 

△BCDで，PQ // CDなので，PQ：CD＝BP：BC 

よって，PQ：12＝2：5 

外項の積 PQ×5は，内項の積 12×2に等しいので，5PQ＝24 ゆえに PQ＝
5
24

cm 

 

□3  右の図で，四角形 ABCDは平行四辺形で

ある。BC＝10cm，AE＝3cm，EC＝4cm のと

き，FDの長さを求めよ。 

[解答欄] 

 

[解答]FD＝
2
5

cm 

[解説] 

△AFE・△EBCで，AF // BCなので 

AF：BC＝AE：EC AF：10＝3：4  

外項の積 AF×4は，内項の積 10×3と等しいので，

4AF＝30 ゆえに，AF＝
2

15
 



 36

よって，FD＝AD－AF＝
2
5

2
1510 =− cm 

 

□4  右の図のように，平行四辺形 ABCDの辺 BCを 

1：3に分ける点を P，辺 CDを 1：2に分ける点を Q，

線分 DPと線分 AQの交点を Rとする。AB＝3cm， 

BC＝4cmとするとき，AR：RQを求めよ。 

[解答欄] 

 

[解答]2：1 

[解説] 

Q を通って BC に平行な直線をひき，PD との交点を S

とすると， 

BC＝4cm，BP：PC＝1：3なので PC＝3cm 

SQ：PC＝DQ：DC＝2：(2＋1)＝2：3 

ゆえに SQ：3＝2：3，SQ＝2cm 

また，AD // SQなので，AR：RQ＝AD：SQ＝4：2＝2：1 

 

 

□5  右の図で，△ABC の中線 ADの中点を E，BE の延

長と，ACの交点を Fとするとき，
AF
AC
の値を求めよ。 

[解答欄] 

 

[解答] 3=
AF
AC
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[解説] 

Dを通ってCAに平行な直線をひきBFとの交点をPとする。 

AF // PD，AE：DE＝1：1なので，AF：PD＝1：1 

DP // CF，BD：BC＝1：2なので，DP：CF＝1：2 

ゆえに AF：CF＝1：2 よって 3
1
3
==

AF
AC

 

 

 

□6  右の図で，AB＝6cm，BD＝4cm，DC＝5cm， 
 AD＝3cmのとき，ACの長さを求めよ。 

[解答欄] 

 

[解答]AC＝
2
9

cm 

[解説] 

△ABCと△DBAにおいて， 

AB：DB＝6：4＝3：2，CB：AB＝9：6＝3：2 

∠Bは共通 

2組の辺の比とそのはさむ角がそれぞれ等しいので 

△ABC∽△DBAで，相似比は 3：2 

ゆえに，AC：DA＝3：2，AC：3＝3：2 

外項の積 AC×2は，内項の積 3×3に等しいので， 

2AC＝3×3，よって AC＝
2
9

cm 
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□7  右の図で，四角形 ABCDは AD // BCの台形であ

る。また，点 P，Qは，それぞれ辺 AB，CD上の点で， 

PQ // ADである。AD＝8cm，BC＝18cm，
5
2

=
AB
AP
の

とき，PQの長さを求めよ。 

[解答欄] 

 

[解答]12cm 

[解説] 

Aを通って CDに平行な直線を引き，PQ，BCとの交

点をそれぞれ R，Sとすると， 

BS＝18－8＝10 

PR // BSなので，PR：BS＝AP：AB 

ゆえに PR：10＝2：5 

外項の積 PR×5は，内項の積 10×2に等しいので， 

よって 5PR＝20 ゆえに，PR＝4 

また RQ＝8 ゆえに PQ＝PR＋RQ＝4＋8＝12cm 

 

 

□8  右の図のように，△ABCがあり，点 D，Eはそれ

ぞれ辺 AB，AC 上の点で，AD：DB＝1：2，AE：EC

＝3：1である。点 Fは線分 BEと線分 CDとの交点であ

る。BE＝12cmであるとき，線分 FEの長さは何 cmか。 
[解答欄] 

 

[解答]
3
4

cm 
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[解説] 

D を通って BE に平行な直線を引き，AC との交点を P

とする。 

AD：DB＝1：2なので DP：BE＝AD：AB＝1：3 

ゆえに DP：12＝1：3 

外項の積 DP×3は，内項の積 12×1に等しいので， 

3DP＝12 ゆえに DP＝4cm 

また，AP：PE＝AD：DB＝1：2･･･① 

AE：EC＝3：1･･･② 

①，②より AP：PE：EC＝1：2：1 

ゆえに CE：CP＝1：3 

EF // PDなので，EF：PD＝CE：CP 

ゆえに EF：4＝1：3 

外項の積 EF×3は，内項の積 4×1に等しいので， 

3EF＝4 ゆえに EF＝
3
4

cm 

 

□9  △ABCで，右の図のように，辺ABの中点をM，

辺 BCを 3等分する点を D，Eとし，AEと CMの交

点を Fとする。MD＝4cmであるとき，線分 AFの長

さを求めよ。 
[解答欄] 

 

[解答]6cm 

[解説] 

△BAEにおいて， 

仮定より，Mは BAの中点，Dは BEの中点なので 

中点連結定理より， 

AE＝2MD＝2×4＝8cm，MD // AE 

次に，△CDMにおいて，Eが CDの中点で， 
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MD // AEなので中点連結定理より， 

EF＝
2
1

MD＝ 24
2
1

=×  

ゆえに AF＝AE－EF＝8－2＝6cm 

 

 

 

□10  右の図で，△ABCの辺 ABを 3等分した点を K，

L，辺 ACの中点を Mとし，直線 KM，BCの交点を P

とする。このとき，KM：MPの値を求めよ。 
[解答欄] 

 

[解答]1：3 

[解説] 

LCをむすぶ。 

△ACLにおいて，Kは ALの中点，Mは ACの中点なの

で中点連結定理より，LC＝2KM，KM // LC･･･① 

△BKPにおいて，Lは BKの中点，①より KP // LCな

ので中点連結定理より，KP＝2LC＝4KM 

ゆえにMP＝KP－KM＝4KM－KM＝3KM 

ゆえに KM：MP＝KM：3KM＝1：3 

 

□11  次の長さを 3辺とする三角形のうち，直角三角形はどれか。 
 ア 5cm，6cm，8cm 

 イ 5cm，12cm，13cm 

 ウ 2cm， 5 cm，3cm 
 エ 1.5cm，2.5cm，3.5cm 

[解答欄] 

 

[解答]イ，ウ 
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[解説] 

(1番長い辺)2＝(他の 1辺)2＋(他の 1辺)2 が成り立つとき直角三角形になる。 
ア 6165,648 222 =+= ，

222 658 +≠ なので直角三角形ではない。 

イ 169125,16913 222 =+= ，
222 12513 += なので直角三角形である。 

ウ ( ) 952,93
222 =+= ， ( )222 523 += なので直角三角形である。 

エ 5.85.25.1,25.125.3 222 =+= ，
222 5.25.15.3 +≠ なので直角三角形ではない。 

 

 

□12  右の図において，四角形 ABCDは AD // BC， 

AD＜BCの台形で，対角線 BD，ACの中点をそれぞれ P，

Qとする。BC＝ x，AD＝ yとして，PQの長さを yx,

を用いた式で表せ。 
[解答欄] 

 

[解答] yx
2
1

2
1

−  

[解説] 

DP：PB＝1：1，AQ：QC＝1：1なので平行線の性質

より，PQ // BC ゆえに PR // BC，PR // AD 

△DBCで，DP：DB＝1：2なので，PR：BC＝1：2 

ゆえに PR＝
2
1

BC＝ x
2
1
･･･① 

また，△CADで，CQ：CA＝1：2なので， 

QR：AD＝1：2 ゆえに QR＝
2
1

AD＝ y
2
1
･･･② 

①，②より，PQ＝PR－QR＝ yx
2
1

2
1

−  
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□13  右の図は，AB＝12cm，AC＝13cmの直角三角形ABC

で，直角の頂点 Bから斜辺 ACに垂線 BDをひいたもので

ある。ADの長さを求めよ。 
[解答欄] 

 

[解答]
13
144

cm 

[解説] 

△ABDと△ACBにおいて 

∠ADB＝∠ABC＝90°，∠Aは共通 

2角が等しいので△ABD∽△ACB 

ゆえに，AD：AB＝AB：AC，AD：12＝12：13，13×AD＝12×12 ゆえに，AD＝

13
144

cm 

 

 

□14  右の図の△ABC で，∠ACB＝45°，点 A から辺

BC にひいた垂線を AD とする。AB＝4cm，BD＝2cm

とするとき，△ABCの面積を求めよ。 
[解答欄] 

 

[解答] 632 + (cm2) 
[解説] 

△ABDは直角三角形なので，AD2＋BD2＝AB2， 

AD2＋4＝16，AD2＝12，AD= 3212 =  
∠DAC＝180°－90°－45°＝45°なので 

DC＝AD＝ 32  

ゆえに(△ABCの面積)＝
2
1
×BC×AD＝ ( ) 63232322

2
1

+=×+× (cm2) 
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□15  右の図は△ABCの頂点Aから辺BCに垂線ADを

ひいたものである。このとき，DCの長さを求めよ。 
[解答欄] 

 

[解答] 52 cm 
[解説] 

直角三角形 ABDで，AD2＋BD2＝AB2，AD2＋9＝25，AD2＝16， 

次に，直角三角形 ADCで AD2＋DC2＝AC2，16＋DC2＝36 

ゆえに DC2＝20，DC＝ 5220 = cm 
 

 

□16  右の図のように 1 組の三角定規を重ねて置くとき，

重なりの部分の面積を求めよ。 
[解答欄] 

 

[解答]
3

316
 cm2 

[解説] 

△ABCは 45°45°90°の直角二等辺三角形なので， 

BC：AB＝ 2:1 ，BC：8＝ 2:1 ， 

BC 182 ×=× ， 2 BC＝8， 

BC＝ 24
2
28

22
28

2
8

==
×
×

=  

次に，∠FBC＝180°－90°－60°＝30°なので， 

△FBCは 30°60°90°の直角三角形になる。 

ゆえに，FC：BC＝ 3:1 ，FC： 24 ＝ 3:1  

よって，FC 1243 ×=×  

3 FC＝ 24 ，FC＝
3
64

33
324

3
24

=
×
×

=  
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よって(△FBCの面積)＝
2
1
×BC×FC＝

3
316

6
332

6
1216

3
6424

2
1

===××  cm2 

 

 

□17  次の各問いの xを求めよ。 

(1) (2) 

 

 

 

 

 

(3) 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

[解答](1) 3=x  (2) 25=x  (3) 3
3
2525+=x  

[解説] 

(1) ODを結んで，直角三角形 OCDに注目する。 

この円の半径は ( ) 5291 =÷+ なので，OD＝5  

OC＝ 415 =−  

CD2＋CO2＝OD2，
222 54 =+x ， 92 =x ， 3=x  
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(2) Aから BCに垂線 AHを引く。 

BH＝ 81220 =−  

直角三角形 ABHで， 

AH2＋BH2＝AB2，AH2＋
28 ＝ 217 ，AH2＝225  

次に，直角三角形 BCDで，CD2＝AH2＝ 225  

BC2＋CD2＝BD2，
22 22520 x=+  

22 25625 ==x  ゆえに， 25=x  
(3) Bから ACに垂線 BHを引く。 

∠CBH＝180°－90°－45°＝45°なので 

△BCHは 45°45°90°の直角二等辺三角形である。 

ゆえに，CH：CB＝ 2:1 ，CH：10＝ 2:1  

2 CH＝10，CH＝ 25
2

210
22
210

2
10

==
×
×

=  

HB＝CH＝ 25 ･･･① 
次に△ABHに注目する。 

∠ABH＝75°－45°＝30°なので△ABHは 30°60°90°の直角三角形である。 

ゆえに，AH：HB＝ 3:1 ，AH： 25 ＝ 3:1 ， 3 AH＝ 25  

ゆえに，AH＝
3
65

33
325

3
25

=
×
×

= ･･･② 

①，②より， 

(△ABCの面積)＝
2
1
×AC×HB＝

2
1
×(AH＋CH)×HB 

＝ 2525
3
65

2
1

×







+× ＝ 25

3
325
+  cm2 
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□18  解答用紙の線分 ABを 3：2 に分ける点 Pを作図せよ。 

[解答]  
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【】試験問題 E 

□1  次の問いに答えなさい。 
(1) yは xの 2乗に比例し， 3−=x のとき 6=y である。yを xの式で表しなさい。 

(2) 関数 23xy −= において，xの変域が 12 ≦≦ x− のとき，yの変域を求めなさい。 
(3) 関数 2axy = において， xの値が1から3に増加したときの変化の割合が6であ
るときのaの値を求めなさい。 

(4) 物が自然に落ちるとき，落ちる距離は，落ち始めてからの時間の2乗に比例する。

ある物体が落ち始めてから 4 秒間に落ちた距離が 80m であるとき，この物体を

500mの所から落下させれば，地上に落ちるまでに何秒かかりますか。 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  

[解答](1) 2

3
2 xy =  (2) 012 ≦≦ y−  (3) 

2
3

=a  (4) 10秒 

[解説] 

(1) yが xの 2乗に比例するので， 2axy = とおく。 

2axy = に 3−=x ， 6=y を代入すると， ( )236 −×= a ，
3
2,69 == aa  

ゆえに
2

3
2 xy =  

(3) 1=x のとき aay =×= 21 ， 3=x のとき aay 932 =×=  

y： a→ a9  (増加量)＝ aaa 89 =−  

x：1→3   (増加量)＝ 213 =−  

ゆえに，(変化の割合) ＝
)(x
)(y

の増加量

の増加量
＝ aa 4

2
8

=  

変化の割合は6なので， 64 =a  ゆえに
2
3

4
6
==a  

(4) 落ちる距離を y m，落ち始めてからの時間を x秒とすると， 

落ちる距離 yは，落ち始めてからの時間 xの 2乗に比例するので， 2axy = とおくこ
とができる。 
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4秒間に落ちた距離が80 mであるので， 2480 ×= a  ゆえに 5=a  

よって
25xy =  この式に 500=y を代入すると，

25500 x= ， 1002 =x  

0>x なので， 10=x  

ゆえに10秒かかる。 

 

 

□2  次 の 図のように，放物線 2axy = と直線

bxy +=
3
1
がある。放物線と直線の交点を A，B とし，

直線と x軸，y軸の交点をそれぞれ C，Dとする。いま，

点 A の x座  標が－2，点 B の座標が(3，3)であると

き次の問いに答えなさい。 

(1) ba, の値を求めなさい。 

(2) 点 Cの座標を求めなさい。 
(3) y軸上に点 E(0，7)をとるとき，△ABE と△ACE の面積の比を最も簡単な整数

比で表しなさい。 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

[解答](1) 
3
1

=a ， 2=b  (2) (－6，0) (3) 5：4 

[解説] 

(1) 点 B(3，3)を通るので， 3,3 == yx を
2axy = に代入すると， 233 ×= a  ゆえに

3
1

=a  

点 B(3，3)を通るので， 3,3 == yx を直線 bxy +=
3
1
に代入すると， b+=13  ゆ

えに 2=b  

(2) 点 Cは x軸上にあるので， y座標は0  

2
3
1

+= xy に 0=y を代入すると， 2
3
10 += x  
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ゆえに 6−=x  よって，点 Cの座標は(－6，0) 

(3) C，A，Bの x座標がそれぞれ－6，－2，3であ

ることから CA：AB＝4：5 

△ABEと△ACEの底辺をそれぞれ AB，ACとする

と， 

高さ EHは共通になる。 

よって底辺の比が面積比となる。 

ゆえに△ABE：△ACE＝5：4 

 

 

□3  次の図のような，AD // BCの台形ABCDがあり， 

AB＝6cm，BC＝10cm，AD＝8cm，∠A＝∠B＝90°

である。点 P，Q はそれぞれ点 A を同時に出発して，

点 Pは辺 AB，BC上を点 Aから点 Cまで毎秒 2cmの

速さで移動し，点 Qは辺 AD上を点 Aから点 Dまで

毎秒 1cmの速さで移動する。このとき，次の問いに答

えなさい。 
(1) 点 P，Q がそれぞれ点 A を同時に出発してから x秒後の△APQ の面積を y cm2

とするとき，次のそれぞれの場合について yを xの式で表し，xの変域も求めな

さい。 

① 点 Pが AB上にあるとき 

② 点 Pが BC上にあるとき 

(2) AP＝PQとなるときの△APQの面積を求めなさい。ただし，点 P，Qが点 Aの

位置にあるときは除く。 

[解答欄] 

(1)①  ②  (2)  

[解答](1)① 2xy = ， 30 ≦≦ x  ② xy 3= ， 83 ≦≦ x  (2) 12cm2 

[解説] 

(1)① 点 Pが点 Bに到着するのは 326 =÷ 秒後 ゆえに，点 Pが AB上にあるとき

の xの変域は 30 ≦≦ x  
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AP＝ x2 ，AQ＝ xなので面積は 22
2
1 xxxy =×=  

② 点 Pが点 Cに到着するのは，( ) 82106 =÷+ 秒後 ゆえに，点 Pが BC上にある

ときの xの変域は 83 ≦≦ x  

AQ＝ x cmを底辺とすると，高さは常に 6cm ゆえに， xxy 36
2
1

=××=  

(2) Pが AB上にあるときは AP＜PQで AP＝PQとならない。 

Pが BC上にあるとき，AP＝PQであるので 

右図のような状態になる。 

図から明らかなように 

△APH≡△QPH 

ゆえに，BP=AH＝
2
1

AQ 

ゆえに，AQ＝2BP 

AQ＝ x cm 

AP＋BP＝ x2 ，6＋BP＝ x2 ，BP＝ 62 −x  

ゆえに， ( )622 −= xx  これを解いて 4=x  

ゆえに， 12433 =×== xy  
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□4  次の図の中から相似な三角形の組をすべて記号で選びなさい。また，その相似
条件をいいなさい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

 

 

 

[解答] 

ア，イ：3組の辺の比が等しい 

ウ，カ，ク：2組の角がそれぞれ等しい 

キ，コ：2組の辺が等しく，そのはさむ角が等しい 

[解説] 

三角形の相似条件は，①3組の辺の比が等しい，② 2組の辺の比とそのはさむ角がそ

れぞれ等しい，③ 2組の角がそれぞれ等しい の 3つ。 

アとイは短い辺からアとイの比を調べると，2：2.4＝20：24＝5：6， 

2.5：3＝25：30＝5：6，3：3.6＝30：36＝5：6 で 3 辺の比は 5：6 ですべて等しく

なり相似条件を満たす。 
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ウ，カ，クは残りの角を計算すると，ウ：180－(60＋40)＝80°，カ：180－(40＋80)

＝60°，ク：180－(40＋80)＝60°ですべて，40°60°80°を内角とする三角形であ

る。キ，コは角 50°が等しく，辺の比は 1.4：2.1＝2：3，で，2 組の辺の比が等し

くなるので相似条件を満たす。 
 

□5  次の図で yx, の値を求めなさい。 
(1) (2) 

 

 

 

 

 

(3) (4) 

 

 

 

 

 

(5) (6) 

 

 

 

 

 

(7) 
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[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  (5)  (6)  

(7)  

[解答](1) 
3
70,6 == yx  (2) 

3
20

=x  (3) 
5
36

=x  (4) 15=x  (5) 12=x  

(6) 12=x  (7) 
3

14
=x  (8) °= 23x  

[解説] 

(1) BC // DEなので， 8:12:9 =x  

内項の積 12×x は，外項の積 89× に等しいので， 

7212 =x  ゆえに 6=x  

次に， ( )812:12:14 +=y  

内項の積 12×y は，外項の積 2014× に等しいので， 

28012 =y  ゆえに
3
70

12
280

==y  

 

(2) BC // DEなので， 12:108: =x  

外項の積 12×x は，内項の積 108× に等しいので， 8012 =x  ゆえに
3
20

12
80

==x  

(3) AB // CDなので，BE：EC＝ 18:12 ＝ 3:2  

EF // CDなので， 18:x ＝BE：BC＝ ( )32:2 + ，
5
36,365,5:218: === xxx  

(4) 3本の直線が平行なので， ( ) 15,18012,820:209: ==−= xxx  

(5) △BEDと△BCAにおいて， 

∠Bは共通，BE：BC＝7：14＝1：2，BD：BA＝8：16＝1：2 

2組の辺の比とそのはさむ角がそれぞれ等しいので，△BED∽△BCA 

また相似比は 2:1  

ゆえに DE：AC＝1：2，6： x＝1：2 

内項の積 x×1は，外項の積 6×2に等しいので， x＝6×2 ゆえに x＝12 
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(6) AD // BCなので，DR：RB＝AD：BC＝10：15＝2：3 

PR // ADなので，PR：AD＝BR：BD＝3：(3＋2) 

ゆえに，PR：10＝3：5 

外項の積 PR×5は，内項の積 10×3と等しいので， 

5PR＝30 ゆえに，PR＝6･･･① 

次に，RQ // BCなので，RQ：BC＝DR：DB 

RQ：15＝2：(2＋3) 

外項の積 RQ×5は，内項の積 15×2と等しいので， 

5RQ＝30 ゆえに，RQ＝6･･･② 

①，②より， x＝PR＋RQ＝6＋6＝12 

(7) △ADCで，EF // DCなので， 

EF：DC＝AF：AC＝3：(3＋2) 

ゆえに，2：DC＝3：5 

内項の積 DC×3は，外項の積 2×5に等しいので 

3DC＝10，DC＝
3

10
 

△BEGにおいて，Cは BGの中点，DC // EGなので，中点連結定理より EG＝2DC 

EG＝ 2+x なので，
3

1022 ×=+x ，
3

142
3
20

=−=x  

 

 

□6  右の図のように三角形 ABC がある。辺 AB，AC

の中点をそれぞれ D，E とし，辺 BC を 2：3 に分ける

点を Fとする。また，線分 CDと線分 EFとの交点を G

とする。CG＝9cm のとき，線分 GD の長さを求めなさ

い。 
[解答欄] 

 

[解答]GD＝
2

15
cm 



 55

[解説] 

仮定より BF：FC＝2：3なので，BF＝ a2 ，FC＝ a3 とおくと，BC＝ a5  

次に，DEを結ぶ。 

△ABCにおいて，Dは ABの中点，Eは ACの中点なの

で中点連結定理より，DE // BC･･･①，DE＝
2
1

BC 

BC＝ a5 なので DE＝ aa 5.25
2
1

=×  

①より DE // FCなので，平行線の性質より，CG：GD＝CF：DE 

仮定より CG＝9cmなので，9：GD＝ a3 ： a5.2 ，9：GD＝6：5 

内項の積 GD×6は，外項の積 9×5に等しいので， 

6GD＝45 ゆえに GD＝
6
45
＝

2
15

cm 

 

 

□7  右の図は，平行四辺形 ABCD で，辺 AB，BC，

CDの中点を L，M，Nとし，LM，ANが対角線 BD

と交わる点を P，Q としたものである。いま，BD＝

12cmとしたとき，線分 PQの長さを求めなさい。 
[解答欄] 

 

[解答]5cm 

[解説] 

Nは DCの中点で AB＝DCなので， 

AB：DN＝2：1 

また，平行四辺形の向かい合う辺は平行なので AB // DN 

ゆえに，平行線の性質より BQ：QD＝2：1 

BD＝12cmなので，QD＝12×
21

1
+
＝4cm･･･① 

次に，ACをむすび BDとの交点を Oとする。 
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△BACで，LはBAの中点で，MはBCの中点なので， 

中点連結定理より，LM // AC･･･② 

△BAOでLはBAの中点で，②よりLP // AOなので，

中点連結定理より，BP＝PO 

Oは BD(＝12cm)の中点なので BO＝12÷2＝6cm 

ゆえに，BP＝6÷2＝3cm･･･③ 

①，③より PQ＝BD－QD－BP＝12－4－3＝5cm 

 

 

□8  右の図のように，1m の棒の影の長さが

60cmである。BC＝4.8m，CD＝1.5mのとき，こ

の電柱の高さを求めなさい。 
[解答欄] 

 

[解答]9.5m 

[解説] 

AB上に点 Eをとり，ED // BCとなるようにする。 

△AEDと△PQRにおいて， 

∠AED＝∠PQR＝90°，∠ADE＝∠PRQ 

2角が等しいので，△AED∽△PQR 

AE：PQ＝DE：RQ，AE：1＝4.8：0.6 

外項の積 AE×0.6は，内項の積 1×4.8と等しい 

AE×0.6＝4.8 ゆえに AE＝4.8÷0.6＝8 

よって AB＝AE＋EB＝8＋1.5＝9.5m 
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□9  右の図において，次の問いに答えなさい。 

(1) 相似な三角形の組をみつけ，それを証明しな

さい。 

(2) DAの長さを求めなさい。 

 

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答] 

(1) △BCDと△BACにおいて 

仮定より，∠BCD＝∠BAC･･･① 

∠Bは共通･･･② 

①，②より 2組の角が等しいので 

△BCD∽△BAC 

(2) (1)より△BCD∽△BACなので 

BD：BC＝BC：BA，BD：4＝4：10，BD：4＝2：5 

外項の積 BD×5は，内項の積 4×2に等しいので 

5BD＝8 BD＝8÷5＝
5
8

 

ゆえに DA＝
5
42

5
810 =− cm･･･答 

[解説] 
＊相似の証明・計算において重要なのは頂点の対応関係。見た目の角の大きさから 2

つの三角形の頂点の対応関係をつかむ。 

△BCD･･･①と，△BAC･･･②で， 

①の B，②の Bが対応(共通の角) ①の Cと②の Aが対応(15°) 

＊三角形の相似の証明問題で，もっともよく使われる相似条件が「2角が等しい」 

与えられた条件から等しいことが分かる角を図に記入，また共通に使われている角が

あるときには，それにも印をつける。 
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□10  四角形 ABCDで，辺 AB，BC，CD，DAの中点を P，Q，R，Sとするとき，

四角形 PQRSが平行四辺形になることを証明しなさい。 
[解答欄] 

 

 

 

 

 

[解答] 

△ABDにおいて， 

仮定より AP＝PB，AS＝SDなので，中点連結定理より 

PS // BD，PS＝
2
1

BD･･･① 

同様にして，△CBDにおいて， 

QR // BD，QR＝
2
1

BD･･･② 

①，②より PS // QR，PS＝QR 

ゆえに 1組の辺が平行で等しいので，四角形 PQRSは平行四辺形である。 

[解説] 

＊中点が 2つあれば，連結 

→中点連結定理を利用 

 

＊平行四辺形になるための条件 

① 向かい合う 2組の辺がそれぞれ平行(定義) 

② 向かい合う 2組の辺がそれぞれ等しい 

③ 対角線が互いに他を 2等分する 

④ 1組の向かい合う辺が平行で等しい 

→この問題では④を使う。 
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